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     Wataru Sakamoto, Tatsuo Iseki, Tatsuya Nakatani, 
  Seiji Wada, Taketoshi Kishimoto and Masanobu Maekawa 
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  Takaaki Nishijima, Junji Kawakita, Nobuyuki Hayahara, 
   Noboru Kashiwara, Takeshi Oyama, Tetsuo Yamaguchi, 
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Tumor Research Group, Department of Urology, Osaka City University Medical School
   We studied the efficacy of intravesical instillation chemotherapy of anticancer agents including 
cylocide (CA) in the prevention of recurrence of bladder tumor after surgery. Totally 60 patients 
with superficial bladder tumor were enrolled into the study. The patients were randomly assigned 
to either one of three groups: CA 300 mg alone, CA 200 mg+mitomycin C (MMC) 10 mg, and 
CA 180 mg+adriamycin (ADM) 20 mg. These drugs were initially instilled once a day for one 
week, and then once a month until 2 years after surgery. Thereafter, the patients were followed 
up without instillation. The cumulative non-recurrence rates in the CA group was 76.5, 60.0 
and 60.0% at 1, 2 and 3 years after the removal of bladder tumor, respectively, while that in the 
CA+MMC treated group 90.9, 75.3, and 75.3% and that in the CA+ADM treated group, 95.1, 
82.9 and 82.9%, respectively. The recurrence rate in the CA, CA+MMC and CA+ADM treated 
group was 35.3, 27.3 and 19.0%, respectively, the recurrence indices 1.84, 1.07 and 0.74, and the 
mean times between recurrence 10.8, 16.5 and 18.0 months, respectively. Side effects were noted 
in 3 of the 17 cases (17.6%) in the CA group, in 3 of the 22 cases (13.6%) in the CA+MMC 
group and in 3 of the 21 cases (14.3%) in the CA+ADM treated group. These data show that
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intravesical CA instillation in combination with MMC or ADM is more effective for the preven-
tion of recurrence than that of CA alone. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 407-413, 1990) 
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1985年2月か ら1988年1月まで の3年 間 に 大 阪市 立
大学医学部泌尿器科および関連病院を受診し表在性膀
胱腫蕩と診断 された愚者で,TUR・Btによりtumor






群:キ ロサイ ド(CA)180mg十アドリアマイ シ ン






Tablei.患 者 背 景




















































































































平 均 観 察 期 間(別(is.24-35)
25.425.6
(3-41)(6-44)N.S.

































Fig.L薬 剤 別 非再 発 率
発 の有無 を 判 定 し,actuarialmethodを用 い て非 再
発 率 を算 出 した.こ れ らの 成 績 の推 計 学 的有 意 差 検定
はXZ-test,generalizedWilcoxontest,およびCox-
Mantheltestを用 い て 行 った.ま た,再 発 に 関す る
判 定 法 と してJauhiainenら8)の方 法 に準 処 して,再
発 率,再 発 指数,平 均再 発 期 間 を算 出 した.
結 果
1・患 者 背景 因 子 につ い て
'検討 対 象
とな った症 例 は60例であ った.
観察 期 間 は術 後最 短3ヵ 月か ら最長44ヵ月(3年8
ヵ月)で,平 均 観 察期 間 はA群19.2ヵ月,B群25.4カ
月,C群25・6ヵ月 とA群 が やや 短 かか った.背 景 因 子
に 関 して は各 薬 剤 群に よ り,そ の 分布 のパ ラ ツキが あ
るか 否 か を検 定 したが,3群 間 に 有意 差 を認 め なか っ
た(Tablei).なお,経 口抗 癌剤 等(5・FU,UFT,
グル カ ロ ンな ど)の 併用 がA,B,C各 群 にそ れ ぞれ
13例,18例,15例であ ったが,3群 間 に 有意 差 は み ら
れ なか った.
2.全 症 例 に お け る薬 剤 別非再 発 率 に つ い て
Fig.1に各 薬剤 別 の術 後 非再 発 率 曲 線 を示 した.A
群17例の再 発 例 数 は6例 で,6ヵ 月非再 発 率88.2%,
1年非再 発 率76.5%,L5年非再 発X76.5%,2年非再
発 率60.0%,3年非再 発 率60.0%であ った のに 対 し,
B群22例 の再 発例 は6例 で,非 再 発 率 は6ヵ 月95.5
0,1年90.9%,1.5年86.2/00,2年75.3%,3年75。3
%,C群21例 の再 発 例 は4例 で,非 再 発 率 は6ヵ 月
100.o/0,1年95.i%,1.5年89.5%,2年82.9%,3
年82。9%と比 較 的高 い非 再 発 率 を示 し,併 用 群 で あ る
B群 お よびC群 の方 が 単独 群 で あ るA群 よ り再 発 予 防
効 果 が優 れ る傾 向が 窺 われ た.し か し,A,B,C,
3群 間 には 統 計学 的 有意 差 は み られ な か った.
3.再 発 率,再 発 指 数,平 均再 発 期間 に つ いて










































































































































































































































































































































目に値す る もの と思われた.な お,MMC単 独,


































































安 本,ほ か ・キ ロサ イ ド・再 発 予 防
5)尾崎 雄 治 郎,津 島知 靖,那 須保 友,赤 木 隆文,小
浜 常昭,松 村 陽 右,大 森 弘 之=表 在 性膀 胱腫 瘍 に
対 す る制 癌 剤 再 発予 防 注 入療 法.日 泌 尿 会誌77:
1493-1500,1986
6)森 山正 敏,窪 田吉 信,三 浦 猛 執 印太 郎,野 口
純 男=表 在性 膀 胱 癌 に対 す る 抗癌 剤 の 膀 胱 内注 入









9)安本亮 二,浅 川正 純,尾 崎祐 吉,堀 井 明範,梅 田
優,田 中 重 人,森 勝志,西 島 高 明,山 口哲男,
川 喜多 順 二,西 尾 正 一,前 川 正信3Hydroxypro-
pylcellulosumを用 い たpeplomycin膀胱 内注
入 療法 薬物 動 態 解 析 に よ る 評 価.日 泌尿 会 誌
79:1765-1768,1988
io)浅川 正純,前 川た か し,仲 谷 達 也,堀 井 明範,安
本 亮 二,岸 本 武 利,前 川 正信 ・Hydroxypropyl-
cellulosumを用 い たpeplomycin膀胱 内 注入
療 法=臨 床 結果 につ い て.泌 尿 紀 要35:39-42,
1989
11)牛山知 己,鈴 木和 雄,田 島 惇,阿 曽佳 郎=表 在
性 膀 胱腫 瘍 に対 す る再 発予 防 の 成績.表 在 性膀 胱
腫 瘍 に対 す る 注入 療 法 一 泌尿 器 が ん化 学 療 法 シ リ
ー ズ(1),pp.113-122,蟹書 房,東 京,1985
12)加野 資典,熊 沢 浄一,上 田豊 史,岩 坪 暎 二,平 野
遥,天 野 拓 哉,仲 牟 田誠 一,伊 藤 秀 明,武 居 哲
郎,倉 本 「博,鷺 山和 幸,黒 田憲 行,伊 東 健 治,
佐 藤 伸 一,松 本 哲朗,尾 形信 雄,水 之江 義 充,河
野 博 巳,蓑 田 優,高 山 一生,外 村 慶 蔵,百 瀬 俊
郎,有 吉朝 美,真 崎 善二 郎,大 島一 寛,藤 沢 保
二,平 塚 義 治,田 中 史 彦,大 森 章 男,坂 本 公孝,
相 戸 賢二,木 下 徳雄,江 本侃 一,森 田一 喜 朗,魚
住 二 郎,平 田 耕造,太 田康 弘,高 松 忠 二,山 脇
均,宮 崎 良 春,山 口秋 人,角 田和之,南 里 和成,
原 孝 彦,原 三 信,尾 本徹 男,八 木 拡 朗,井 口
厚 司,中洲 肇,永芳 弘 之,安 藤 征 一郎,稗 田 定,
413
横山譲二,中 山 宏,神崎仁徳,蓑 田国広,平 田




C併 用膀胱内注入 に よる膀胱腫瘍の再発予防効
果.西 日泌尿42:19-28,1980
13)丸 彰夫,南 谷正水,小柳知彦,大橋伸生,山 田
智二,藤 枝順一郎,大 室 博,西 田 亨,草階佑
幸,網野 勇,兼 田達夫,工 藤哲男,川倉宏一,
阿部弥理,高松恒夫,三橋公美,大塚 晃,本 村










15)徳永 毅,近 藤 厚,斎 藤 泰,中 野信吾,原
種利,天 本太平,納 富 寿,田 中健嗣,松 尾喜











18)田中敏博,湯 浅 誠,山 中 明,川西泰夫,沼 田
明,今川章夫=膀胱腫瘍における再発予防の検討
一5FU経口投与を中心に一.癌の臨床32:1439-
1444,1986
(ReceivedonJuly11,1989
¥AcceptedonDecember27,1989)
(迅速掲載)
